
12 広報もおか

　　　 【人口と世帯数】令和 7 年 1 月 1 日現在　※カッコ内は前月比
78,284 人（－ 8）男 39,693 人（－ 29）女 38,591 人（+21）
33,427 世帯（+54）住民基本台帳と外国人登録者数（4,393 人）から算出

「広報もおか」は、電子書籍ポータルサイト「TOCHIGI eBOOKS」
とちぎイーブックスでも読むことができます。

あらゆる世代が新たな交流を育んでほしい

　1 月 7 日（ 火 ）、 元
真岡市議会議長大根田
幹夫さんが市役所を訪
れ、複合交流拠点施設
monaca の開館にあた
り、 市 へ 1,000 万 円
を寄付しました。

（問・プロジェクト推進課複合交流拠点整備係
℡ 83-8059）

学校給食にいちごを寄贈

　1 月 9 日（木）、JA
はが野いちご部会か
ら、食農教育の一環と
して、地域の特産品を
より身近に感じてもら
おうと、市内小中学校
へ真岡市産のいちごがプレゼントされました。
今回贈られたいちごは、1 月の給食で提供さ
れました。

（問・第一学校給食センター ℡ 82-3564)

わたのみ基金 ・ 善意銀行 (12 月 )

（敬称略、問・社会福祉協議会℡ 82-8844）

わたのみ基金
高間木公民館　　　　　　　　　　19,121 円
第 42 回真岡市民ゴルフ大会　  　222,000 円
自民党真岡支部女性部　　　　　 　 8,924 円
匿　名　　　　　　　　　　　　　  5,000 円

善意銀行
連合栃木芳賀地域協議会 米 4.326㎏ / いちご
写真の会 3,000 円、クオカード 2,000 円分 /
JA はが野真岡地区・二宮地区女性会 食品
一式 /IJTT 労働組合真岡支部支部長渡辺孝 
20,000 円 / 真岡市商店会連合会 食品、日用
品一式 / ㈲瀬戸建設 お菓子 25 個 / 匿名 救急
箱 10 ケース / 匿名 衣料品等一式 / 匿名 食品
19 点 / 匿名 米 15㎏ / 匿名 米 90㎏

企業版ふるさと納税

　12 月 23 日（ 月 ）、
株式会社須永（群馬県
伊勢崎市）の須永賢一
専務取締役らが市役所
を訪れ、企業版ふるさ
と納税による寄付を行
いました。寄付は、真岡ハイトラ運動公園の
整備事業に活用します。

（問・総合政策課総合政策係 ℡ 83-8102)

みんなが集うにぎわい創出の場に

　12 月 18 日（ 水 ）、
真岡信用組合の塚田義
孝理事長が市役所を訪
れ、複合交流拠点施設
monaca の開館にあた
り、市へキャスター付
き展示パネルを寄贈しました。

地域社会の絆と笑顔を紡ぐ拠点に

　12 月 24 日（ 火 ）、
真岡ロータリークラブ
中川宏行会長が市役所
を訪れ、複合交流拠点
施設 monaca の開館
にあたり、市へ 30 万
円を寄付しました。

地域社会づくりを応援

　12 月 24 日（ 火 ）、
明治安田生命相互保険
会社宇都宮支社の 川
口正人支社長らが市役
所を訪れ、 同社が進め
る「 地 元 の 元 気 プ ロ
ジェクト」の一環として、本市へ 714,400 円
を寄付しました。寄付は、プロジェクトの趣
旨を踏まえ、高齢者の活動支援に活用します。

（問・高齢福祉課高齢福祉係 ℡ 83-8195)

令和 7 年 2 月号 13

真岡市出身で、 ブルーベリー農園を拠点にまちづく

りを始めた北城さん。 「農業×まちづくり」 に挑戦し

ようと決めたきっかけや、真岡市での今後の展望を、

地域おこし協力隊の檜澤さんが伺いました！

#井頭公園 # 白鳥 # いがしらリゾート

ご自身の SNS アカウントで「#mokafan」
「# 真岡応援カメラマン」をつけて写真を
投稿してください。

私も
投稿して
みよっ！

真岡市公式

Instagram

市 HP

ID 13734

　インスタグラムやフェイスブック、エック
スなどの SNS で、#mokafan や＃真岡応援

カメラマンが付いた作品から、今回は「鳥」を
テーマに紹介します。

（問・秘書広報課シティプロモーション係 ℡ 81-6947）                                                               
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　私は大学進学を機に市外に転出し、新潟の病院
で看護師として勤務後、栃木県へ戻り真岡市の保
健師として勤務しました。
　保健師として充実した日々を送りながらも、
30 代半ばに「自分の生き方」について考えるよ
うになりました。仕事を通して、人口減少、出生
率の低下といった真岡市の課題を知り、私にでき
ることはなんだろうと自問自答する中、コロナ禍
を経験しました。その時、「食の備え」の重要性
を再認識し、農業に尊敬と魅力を感じました。
　真岡市にもっとにぎわいが生まれるよう、いち
ごの次に旬を迎えるブルーベリーに着目、いがし
らリゾート近くに観光農園を開きました。この農
園を拠点にし、子育てや健康、福祉に貢献したま
ちづくりへの活動をしていきたいです。
　多様な生き方ができるまちとして、
他市や海外からたくさんの方が訪れる

「誰からも選ばれるまち」になれるよう、
今後も真岡市の魅力を探求していきた
いです。


